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【政策テーマ－３】 観光を支援し、環境を保全・創造する道づくり 

 

 
①現状と問題点 

■本指標の現況値は、沖縄は 91％と全国の 68％と比べ達成率は高くなっている。しかしな

がら「道路利用者満足度調査(平成 15 年度調査結果)」によれば、家のまわりの沿道の環境

についての満足度は５段階評価で「2.49」と全国46位の低さである。ただし、この結果は、

夜間の道路騒音についてのみ調査したものではないので、満足度が全国に比較して低い要因

を分析する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 道路利用者満足度調査結果（沖縄県） 

出典：道路に対する利用者満足度調査結果（Ｈ15年 7月） 

 

 

②講じる施策や事業 
関連する施策・事業 平成 15年度主要事業・施策 平成 15年度供用予定箇所 

騒音低減効果のある高機能舗

装の敷設 

・ 一般国道58号宜野湾市伊佐地区 
・ 一般国道 330 号那覇市安里～古
波蔵地区 

・ 一般国道 58 号宜野湾市伊佐地
区 

・ 一般国道330号那覇市安里～古
波蔵地区 

 

※高機能舗装とは 

自動車騒音の低減（３dＢ程度）が図れるとともに、内部に空隙が多くできるようにつくられてお

り雨水が路面下に素早く排水され、滞水が少なく、走行性や視認性が向上する効果がある舗装のこと。 

 

 

 

 

【指標－６】夜間騒音要請限度達成率（現況値：91％ ⇒ Ｈ15年度：92％ ⇒ Ｈ19年度：94％） 

よく利用する道路全般についての満足度
よく利用する高速道路や有料道路についての満足度

よく利用する国道、県道などの幹線道路についての満足度
よく利用する生活道路についての満足度

よく利用する道路の車の流れや渋滞について
よく利用する高速道路や有料道路の車の流れや渋滞について

家のまわりの沿道の環境について
よく利用する道路の車で走っている場合の安全性について

よく利用する道路の歩道の歩きやすさや、自転車での走りやすさについて
よく利用する道路の沿道の景観について

異常気象時の家の周りの道路状況について
よく利用する道路の路上工事のやり方（工事の数や期間、時間帯など）について

日常生活を営む上で十分な道路ネットワークの整備状況について
現在の有料道路や高速道路の料金について

道路行政の変革について
（１点=悪くなっている～５点=良くなっている）
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